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要 旨
本研究では、身近な自然素材で水性絵具を作り、それを用いて表現することによって、描画材と絵
画表現との関係に関する学びが可能となるのではないかということについて検証することを目的とし
ている。
1年前、本学において研究者らが中学生を対象に行った「大学で授業を受けようプログラム」の実
践を参照しながら、今回、本学の美術系学生23名、非美術系学生21名を対象に平成24年6月に授業実
践を行った。今回は、研究のねらいをより明瞭に把握するために美術系学生と非美術系学生を対象に
同内容の授業を実践し、授業後にアンケート調査を実施した。
アンケートでは、描画材の成分や特質については、小、中、高においてほとんど教育を受けていな
いことが確認できた。授業全体を通した記述、アンケート、学生の作品から、描画材と絵画表現との
関係に関する学びの広がり、描画材に対する意識の変化が見られた。
研究の目的
絵画は、発想・構想を支持体や描画材を使って表現することで成り立っているが、小、中、高の美
術の授業においては、生徒はチューブに入った絵具を当たり前のものとして使い、描画材の特質など
については、何も知らないまま制作し、教師もそうした方面の指導はほとんどしていないというのが
実態ではなかろうか。研究者らは描画材を知ることは絵画表現の理解や表現の質をより高める教育上
欠くことのできない重要なことがらではないかと考えている。
これらを前提に、本研究では、身近な自然素材で水性絵具を作り、それを用いて表現することによっ
て、描画材と絵画表現との関係に関する学びが可能となるのではないかということについて検証する
ことを目的としている。
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写真1 玉ねぎの皮 写真2 赤キャベツ 写真3 土をふるいに
かける。
写真4 土とアラビアゴム
溶液を混ぜる。
自然素材を用いた絵具作りと描画の授業実践
1年前、本学において研究者らが中学生を対象に行った「大学で授業を受けようプログラム」の実
践を参照しながら、今回は本学の文化教育学部美術系学生23名、非美術系学生21名を対象に平成24年
6月に授業実践を行った。美術系学生とは、美術・工芸課程の2年生、非美術系学生とは、学校教育
課程の3年生である。今回は、研究のねらいをより明瞭に把握するために美術系学生と非美術系学生
を対象に同内容の授業を実践し、授業後にアンケート調査を実施した。
まず、1年前、本学において中学生を対象に行った授業実践を振り返った後に、今回の授業実践に
ついて述べることとする。
中学生を対象に行った授業
「自然素材で絵具を作ってみよう！」平成23年10月29日実施
対象は、佐賀大学文化教育学部附属中学校の1～3年生25名であった。場所は、佐賀大学文化教育
学部4号館美術科教室、時間は120分で行った。
自然素材を用いた絵具作り
絵具にした素材は、赤キャベツ、玉ねぎの皮、赤土、黒土である。展色材（糊材）は、濃度30％
アラビアゴム溶液を使用した。
植物から採取した染料の絵具作りでは、玉ねぎの皮、赤キャベツを煮立てる。赤キャベツは ph調
整剤のクエン酸を加え、赤い色素を出し、ガーゼで濾した色素を含む液にアラビアゴム溶液を加え絵
具にした。
土から採取した顔料の絵具作りにおいては、砕いた土をふるいにかけ粒子を細かくした後、アラビ
アゴム溶液と混ぜ絵具にした。
自然素材の絵具を使用した描画
描画では、落ち葉をモチーフにはがきサイズのハ―ネミューレ紙に描いた。初めて使う絵具に臆
することなく、のびのびと制作していた。いつも目にしている自然素材から色を出すということで、
生徒は興味をもって授業を受けていた。試しながらかつ素材を感じながら制作していた。アラビアゴ
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写真5 描画の様子 写真6 描画の様子
作品1 1年生の作品 作品2 2年生の作品 作品3 3年生の作品
ムの艶や土の粒子のざらつきの差を生かす表現が見られ、慣れない中でも絵具の特性を感じ取れてい
る様子であった。
生徒作品
生徒作品の一部を紹介していきたい。作品1は、1年生の作品である。中央に落ち葉を1枚描き、
背景も土と玉ねぎの皮の絵具を薄く溶いたもので描いている。葉脈が赤い土、葉全体は黒い土で描か
れており、部分的に絵具の濃さを変えて表現している。
作品2は、2年生の作品である。絵具をたっぷりとのせ、にじみ、たらしこみを用い描いている。
たっぷりの絵具で描き、アラビアゴムの艶のある表現になっている。
作品3は、3年生の作品である。薄く玉ねぎの皮の絵具をぬり、土で葉脈や斑点を描きこんでいる。
土の粒子でパールのような光沢が出ていた。
生徒の授業後の感想
・自分でも作れる絵具は、興味が持て楽しかった。
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・描きにくいものもあったが、にじみなどの効果が面白かった。
・薄かったので塗ることが難しかった。
・絵具を実際に使うことが出来て良かった。今度は「葉」以外の絵も描きたい。
・絵具の歴史が詳しく分かった。
・他の素材で何色が出来るか試したい。
・今まで、絵具の素材にこだわった事はなかったが、作ってみて楽しかった。市販の絵具とは描き心
地も質感も違っていて、良い体験が出来た。
中学生を対象にした実践においては、「大学で授業を受けようプログラム」にて本学の附属中学校
生徒の希望者が参加したものであった。希望者参加型の授業ということで比較的美術が好きな生徒が
多く、対象に偏りが見られた。
今回は、本学、文化教育学部の美術系学生、非美術系学生を対象に平成24年6月に授業実践を行っ
た。今回は、研究のねらいをより明瞭に把握するために美術系学生と非美術系学生を対象に同内容の
授業を実践し、授業後にアンケート調査を実施した。
大学生を対象に行った授業
「絵画材料について考えてみよう～身近な自然素材を用いた絵具～」平成24年6月実施
対象は、佐賀大学文化教育学部の美術系学生23名、非美術系学生21名である。場所は、佐賀大学文
化教育学部4号館日本画教室で行い、90分1コマで、それぞれ2回計4回行った。
絵具にした素材は、赤キャベツ、玉ねぎの皮、赤ジソ、赤土、黄土、黒土の6種類である。土は佐
賀県有田町黒髪山付近で採取したものを使用した。
展色材（糊材）は、濃度15％のアラビアゴム溶液を使用した。中学生を対象にした授業では、濃度
30％のものを使用した。濃い方が艶があり、きれいなのだが、厚手の紙を使用しても乾くと少しひび
割れが生じたので、今回は濃度を低くした。アラビアゴム溶液は、固形のアラビアゴムをお湯で溶解
し、保水剤として少量のグリセリンを加えたものである。
描画では、植物から採取した染料の絵具の素材である、赤キャベツ、玉ねぎ、赤ジソをモチーフに
八つ切りの画用紙に描いた。
初回の授業
初回では、簡単に描画材の歴史を紹介した後、自然素材で絵具を作り、試し描きを行った。植物か
写真7 赤土
佐賀県有田町黒髪山付近
写真8 黄土
佐賀県有田町黒髪山付近
写真9 黒土
佐賀県有田町黒髪山付近
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図1 自然素材を用いた絵具の作り方
写真10 試し描きの様子1 写真11 試し描きの様子2 写真12 試し描きの様子3
ら採取した染料の絵具の素材は、赤キャベツ（青）、赤ジソ（赤）、玉ねぎの皮（黄）で、土から採取
した顔料の絵具の素材は、佐賀県有田町で採取した赤土、黄土、黒土である。時間の関係上、授業内
で実際に製作した絵具は、赤キャベツの絵具と黄土の絵具の2種類であった。
今回は、前回の中学生を対象にした授業までには見つからなかった青色の色素を得るために、赤キャ
ベツに ph調整剤のクエン酸を加えず、青色の色素を抽出した。赤色は赤ジソから抽出した。
土から採取した顔料の絵具は、前回は、土をふるいにかけて細かくしてからアラビアゴム溶液を加
えて絵具にしていたが、粒子にばらつきがあった。今回は、古代から焼き物の装飾技法として使われ
ているテラシジラータという装飾法をもとに作り、前回よりも粒子が整い、なめらかな描き心地に
なった。
絵具作り後、次回の描画に備え、絵具の特性を知るために画用紙に試し描きを行った。市販の水溶
性絵具とは使い勝手も発色も異なる絵具で、初めは困惑していたようだが、次第に楽しみながら絵具
の性質について理解していたようである。
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作品4 Ｕ君 試し描き 作品5 Ｕ君 モチーフを描画
作品6 Ｙさん 試し描き 作品7 Ｙさん モチーフを描画
2回目の授業では、植物から採取した染料の絵具の素材である赤キャベツ、赤ジソ、玉ねぎをモチー
フに描画を行った。試し描きで気付いたそれぞれの絵具の色味や乾燥前後の色の違いなどを参考に描
画を行っていた。土の粒子のざらざら感を利用する、絵具を多めに垂らし込んで縁を濃くするなどの
工夫も見られた。
考 察
学生の授業全体を通した記述と作品
授業全体を通した記述においては、今回の自然素材を用いた絵具ならではのものがみられた。文化
教育学部の美術系学生2名と非美術系学生2名の作品と記述を紹介しながら考察していきたい。
美術系学生Ｕ君
最終的な色を想像しながら色を選ぶのは難しかったが、限られた色のおかげで、いつもとは違う絵
を描くことができて、いい経験になった。
美術系学生Ｙさん
乾燥前は、色が淡いのに、乾くと色が落ち着くのが面白い。あまり混色しなくても植物そのものの
色を生かしながら描けた。
普段、絵具が何で出来ているか考えたこともなかったが、今回の授業で絵具などの画材を選ぶ大切
さが楽しく学べた。
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作品8 Ｗさん 試し描き 作品9 Ｗさん モチーフを描画
作品10 Ｏさん 試し描き 作品11 Ｏさん モチーフを描画
非美術系学生Ｗさん
乾燥前後では色が変わり、予想して描くのが難しかったが、普段作れないような色が出て面白いと
思った。
乾くと艶が出るのできれいだと思った。水っぽいので細い線が引きにくいが、色が薄いので上から
重ねて何回も塗ることができた。
自然のものから作った絵具で、自然のものを描くということが楽しかった。
非美術系学生Ｏさん
葉脈が上手く表現できずに四苦八苦した。絵具が水っぽく、乾く前に葉脈に絵具をおくと、溶けて
流れてしまった。外側から中心に筆を何回も動かすと、粒子が整列して線が見えてきたように思う。
学生の記述に見られる「乾燥前後では色が変わり、予想して描くのが難しかった。」「絵具が水っぽ
く、乾く前に葉脈に絵具をおくと、溶けて流れてしまった。」という言葉からも分かるように、自然
素材を用いた絵具は、乾燥前後の色の変化があり、色自体も薄いものである。慣れない絵具で、上手
く表現できずに四苦八苦した学生もいたが、土の粒子の流れを活かし葉脈を表現するなど工夫し描い
ていた。学生たちの作品と記述からは、工夫しながら、絵具の良さを感じ、描画材と向き合っていた
ことが分かる。特に「これまでは与えられたものを当たり前のものとして使い、描画材について考え
ることは少なかったが描画材に対して考える機会になった。」という発言や学生たちの本授業におけ
る作品から見て取れるように、描画材と表現の関係について考える良い機会になったことがわかる。
アンケート
調査対象：佐賀大学文化教育学部の美術系学生23名、非美術系学生21名
調査日 ：平成24年6月28、29日の自然素材を用いた絵具づくりと描画の授業後
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図2 アンケートＱ15「あなたは水彩絵具と油絵具の成分、
特性の違いを説明できますか？」の回答結果。
調査目的：描画材に関する学生の意識や知識の実態を知ること。
「描画材に関する授業」の美術教育における位置づけを確認すること。
全部で17項目を設け、SD法を用いた。描画材への知識を問うために水彩絵具や油絵具などの描画
材の成分、特性の違いなどについて記述する項目も設けた。
水彩絵具と油絵具の描画材の成分、特性の違いを説明できるかという項目においては、美術系学生
の73．9％が少しできると答え、非美術系学生のほとんど85．7％ができないと答えた。美術系学生と非
美術系学生の間で大きな差が出た。
しかし、少しできると答えた美術系学生が記述した回答を5点満点で採点したところ、ほとんどの
学生が的確に記述出来ていなかった。描画材の成分や特質については、小、中、高においてほとんど
教育を受けていないことが確認できた。
また、アンケートの中で、ほとんどの学生が描画材と絵画表現の関わりについて考える機会になっ
たと答え、教育現場でこのような取り組みが行われることに対しては肯定的であった。今回使用した
素材以外にも自分たちで探してきたもので作ってみたいなどの意欲的な意見もあり、描画材への興味
関心の高まりがみられた。
アンケートを通して、今回の実践が学生たちの描画材への意識の変化につながったことが分かっ
た。また、描画材などの絵画材料についての教育の必要性が明らかとなり、実際の教育現場でこのよ
うな取り組みを行う上で時間をどう有効に使うかが課題として浮かび上がってきた。
あなたは水彩絵具と油絵具の成分、特性の違いを説明できますか？
1、できる 2、少しできる 3、できない
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図3 アンケートＱ16「Ｑ15で1、2に○をつけた方は下に説明してください。」の美術系学生解答
を5点満点で採点した結果。
小・中・高の授業で実施する際に期待できること
描画材の成分や特性について考え、制約がある中で、試行錯誤し、楽しみながら描く経験を通して、
その後の市販の描画材を使った制作でも工夫しながら描き、表現の質をより高めることにつながる。
また、教師側も描画材への意識が高まり、今後の授業において、今回の実践での生徒の描画材に対す
る意識の変化との相互作用でよりよい授業につながると考える。
今後の課題
今後の課題としては、生徒が探してきた素材を絵具にすることや、グループで実際に素材に触れ絵
具を作る機会を増やすことやモチーフの選択など、この実践により適したものを探し選ぶことであ
る。そして、一回きりの授業で終わるのではなく、教育現場で継続的に行っていく必要がある。今回
は、描画材に絞った授業だったが、描画材だけでなく支持体や筆などの絵画材料・用具と絵画表現と
の関わりについても研究を進めていきたい。
［注］
色のもととなる顔料や染料を紙などの支持体に定着させる働きをする糊。
水性絵具の展色材。アラビアゴムノキから採れる天然の樹脂。
版画や水彩に用いられる厚手の紙。耐久性、耐光性に優れており、発色も良い。
Terra sigillata＝熔化化粧土。terra＝土。sigillata＝塗布。
古代ギリシャやエジプトの器、インカ帝国の壷などに広く使われた技法。中国で釉薬が発明される以前に、主に吸
水性を減らす働きと装飾のために使われた。
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